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は じ め に

1995 年 4 月 か ら 米 の一部が輸入 自 由化 さ れ る こ と と

な り ， わが国の水稲生産 は ま す ま す厳 し い局面 を迎 え て

い る 。 な かで も ， 農業就業者の減少傾向 は さ ら に加速 さ

れ， 2025 年に は稲作 に 従事す る 65歳以下の男子 は 27 万

人程度 に な る こ と が国土庁で予測 さ れて い る 。 高い生産

性 を維持 し な が ら 大幅 な 省力 と 低 コ ス ト 化 を さ ら に 進

め， 圏内での水稲生産の基盤 を よ り 強固 に す る た め に 日

本の条件に合致 し た直播栽培技術の確立が急務 に な っ て

い る 。 農林水産省関係では特別研究 「 日 本型直矯J .地域

総合研究 「直播関連現地実証研究J ， 地域基幹農業技術体

系実用化研究 「水稲直播部会」 及 び 「 日 本型直播稲作実

証事業j な ど の 内容で， 基礎的試験研究か ら 現場での実

証 ま で広範な 内容で直播栽培の確立 に 向 け た 事業が展開

さ れ始め た と こ ろ であ る 。 雑草防除 は直播栽培の キ ー ポ

イ ン ト であ り ， 直播栽培 に 適 し た 除草剤の 開発 ・ 実用化

も 不十分な状態 に あ る が， 現場 に適応で き る 具体的事例

も 既 に報告 さ れて い る (冨久， 1993 : 小島， 1994) 。 こ こ

では， わが国の水稲直矯栽培での雑草防除の現状， 問題

点及び今後の展望 に つ い て概括的 に述べ る 。

I 直播栽培の陸路 と し て の雑草問題

直播栽培で は イ ネ と 雑草の 出芽が同時か雑草の 出芽が

先 に な る た め に， イ ネ は生育初期か ら 雑草 と の厳 し い競

合下 に置かれ， 条件に よ っ て は大 き な雑草害 を受 け る こ

と に な る 。 保護環境下で育成 し た 苗 を 使 う 移植栽培 で

は， イ ネ は雑草の 出芽時 に は競合 に優位に立つ だ け の生

育量を 既 に 確保 し て お り ， 直播栽培 に比べて そ の分だ け

短い期間の雑草害で済む こ と に な る 。 す な わ ち ， 移植栽

培 は直播栽培での雑草害 を 回避， 低減す る 優れた耕種的

技術な の で あ る 。 ま た ， イ ネ と 雑草の聞の生理的， 生態

的な差異 を利用 し た 化学除草剤が雑草防除の主要 な手段

と な っ て 以来， 移植用 の水稲苗 と 雑草 と の生育ス テ ー ジ

の差 は イ ネ に安全で雑草 を 完全 に 枯死 さ せ る 除草剤の選

択性 を発揮す る 上で重要な役割 を 果た し て い る 。 湛水直

矯栽培で は イ ネ の 3�5 葉期 に な れ ば移植栽培用 除草剤
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の準用 が可能 と さ れ る が (宮原， 1992) ， そ れ以前 に 重要

であ る 初期除草では除草剤の選択性 を 発揮す る だ け の イ

ネ と 雑草の生育ス テ ー ジ の差が得 ら れな い た め に ， 使用

で き る 除草剤の種類が大幅 に 制限 さ れ る こ と に な る 。

移植栽培か ら 直矯栽培に転換す る に 際 し て 雑草防除の

困難性が技術的問題点 と し て常に 論 じ ら れ る が， そ れ は

直播か ら 移植栽培 に移す こ と に よ っ て確保 さ れて き た 雑

草対策の条件が失わ れ る こ と に起因 し て い る 。 し た が っ

て ， 新た な直播栽培技術の確立 に 当 た っ て も ， そ れぞれ

の技術体系 の 中 で雑草対策 の た め の 条件 を 確保 ・ 拡大で

き る よ う な基礎的 な研究が さ ら に必要な状況 に あ る 。

H 直播水田での雑草の生育 と そ の地域性

直播栽培の面積が ま だ小 さ い段階 に あ る ため ， 移植 と

直播栽培で発生す る 雑草の種類が異 な る か ど う か に つ い

て は， 知見が ほ と ん ど な い。 直播栽培 を継続す る と ， 例

え ば不耕起乾田直播で は 播種前 に パ ラ コ ー ト を含有す る

剤 を播種前処理剤 と し て連用 す る と オ オ ア レ チ ノ ギ ク な

ど キ ク 科雑草でパ ラ コ ー ト 抵抗性 を 示す変異系統が増加

す る (長期不耕起栽培圃場研究 グ ル ー プ， 1994) 。 ま た，

湛水直播で は キ シ ュ ウ ス ズ メ ノ ヒ エ や イ ボ ク サ が増加す

る と い わ れて い る が， こ れ は移植栽培に比べ て 使用 で き

る 除草剤の種類が限定 さ れ る こ と か ら ， 移植栽培で も し

ば し ば問題 に な る 草種 を な お さ ら 十分 に 制御で き な い こ

と に よ る 現象で あ る 。 今後， 直播栽培面積の拡大 に 伴っ

て， ク ロ グワ イ ， オ モ ダカ を は じ め と す る 各地域での難

防除雑草が今以上 に 大 き な 問題 と な る こ と が懸念 さ れ

る 。

近年海外で は， マ レ ー シ ア の潤土直播や韓国 の乾田直

播栽培では移植栽培か ら の切 り 替 え に伴 っ て 雑草イ ネ の

発生が大 き な 問題 に な っ て い る の で ( 渡辺 ら ， 1994 : 

KIM， 1993) ， わ が国で も ， 特 に 西南暖地で は こ の 点 に 十

分留意す る 必要があ ろ う 。

ノ ビ エ は わ が 国 の 水 田 で最 も 普遍 的 に 発生 す る 雑草

で， タ イ ヌ ビ エ， ヒ メ タ イ ヌ ピ エ及 びイ ヌ ビ エ の 総称で

あ る が， そ の生育ス テ ー ジ は 除草剤処理時期の重要な指

標 に な っ て い る 。 直播栽培での除草剤の使用 に 当 た っ て

は， 特 に ノ ピエ と イ ネ と の生育ス テ ー ジ の 関係が重要で

あ る 。 1993 年 に 日 本植物調節剤研究協会 を 通 し て湛水直
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図 - 1 湛水直繕栽培に お け る ノエビ ( e) と イ ネ (0) の 業齢進展の 地域差
1993 年， 日 植調協会， 平成 5 年度水稲除草剤適用性試験成績概要 に よ り ，
各地域での 実施場所の デー タを平均 し て作成

播用新除草剤の適用性試験 を 実施 し た 公立場所な どでの

イ ネ と ノ ビエ の葉齢進展 を， 地域ご と の平均値 と し て 図

I に 示 し た 。 ほ ぽ嬬種 5 日 後 に は ノ ビ エ の 発生始 と な

り ， こ の期間での地域間差 は判然 と し な いが， 発生後の

葉齢進展 は寒地か ら 暖地 に い く ほ ど早 く な る 。 一方， イ

ネ の 出芽は北海道で 12 日 ， 近畿 ・ 中国 ・ 四国で 5 日 後で

あ る が， 葉齢進展の早 さ は どの地域で も お お むねノ ピエ

の そ れ と 並行 し て お り ， 出芽の遅れた分に相当 す る ノ ビ

エ と の生育ス テ ー ジ の 差 は縮小 し な い。 こ の差 は寒地ほ

ど大き く ， 南 に い く に 従 っ て 小 さ く な り ， 九州での デー

タ を欠 く も の の， 近畿 ・ 中国 ・ 四国で は ほ と ん ど な く な

る 。

こ こ でベ ン チ オ カ ー ブ ( サ タ ー ン ) 乳剤 を 例 に と る

と ， そ の使用基準での処理時期 は ， イ ネ に対 し て安全で

かつ ノ ビエ を十分 に 枯殺で き る 「水稲の 1 . 5 葉以上， ノ

ビエ の 2 葉以下j と な っ て い る た め， 1993 年の葉齢の推

移では， ノ ピエ と イ ネ の葉齢の差が 0 . 5 以内 と な る 近畿

以西で し か使用 で き な い こ と に な る 。 こ の こ と は， 直播

栽培で は除草剤 を安全に利用 で き る 雑草 と イ ネ の生育ス

テ ー ジ の差が き わ め て 限定 さ れ る こ と を示 し て い る 。

直播田 に お け る 雑草の発生消長や生育ス テ ー ジ の推移

は効率的防除の基本であ り ， 地域ご と に 関連す る デー タ

を蓄積す る こ と が必要で あ る 。

国 除草剤 に よ る 直播田での雑草防除

直播栽培での雑草防除 に は， 除草剤の活用 が不可欠で

あ る 。 農薬登録上 は 除草剤 は湛水直播 と 乾田直播 に 区分

し て 扱わ れて い る 。 日 本植物調節剤研究協会 を 通 し て 公

立農業関係試験研究機関 な どで直播栽培への適用性を検

定 し ， 実 用 性 の 確認 さ れ た 剤が登録 に移さ れ て い る 。

1994 年 5 月 時点 で直播栽培用 に 登録 さ れ て い る 除草剤

は， 剤型の違 い を含め る と 耕起前処理な ど を 除い て も 湛

水直播で 32 剤， 乾田直播で 35 剤 と な っ て い る 。 移植栽

培に は 130 剤が登録 さ れて い る こ と か ら み て も ， 直播栽

培用除草剤 の 実用化の遅れて い る こ と がわ か る 。

1994 年 5 月 時点 で直矯栽培用 に 登録 の あ る 除草剤 の

う ち ， 現在一般的 に 市販さ れて い る 主要 な剤 に つ い て使

用基準の一部 を 抜粋 し て 表 I に 示 した。 1970 年代末か ら一一一 10 一一一
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表-1 主要な水稲直播用登録除草剤 と その使用基準 の概要 ( クミアイ 農薬総覧 1995 .JA全農肥料農薬部企画・編集，ほかによ り 作成)

除 草 剤 名
湛水直播
オキサジアゾン乳剤

商品名 処理時 期 適 用 草 積 適用地域

ロンスター乳剤 |植代時 (矯種前 4 日 ま 11 年生 ・マツバイ
で)

東北以南

ピラゾキシフェン粒剤 パイ サー粒剤 |播種前 3 �後 7 日
播種直後~後 7 日

I 年生・マツバイ ・ホタルイ ・ミズガヤツリ |東北・北陸
l 年生 ・マツバイ ・ホタルイ ・ ウリカワ・ヒノレi関東以西
ムシロ | 
l 年生 ・ マツバイ ・ホタルイ ・ へラオモダカ|全域
(北)・ウリカワ (北海道以外)
ノピエ |関東東山以西
1 年生 ・ マツバイ ・ホタルイ ・ウリカワ・ミズ|全域

ピラゾレー ト粒剤 |サンバー ド粒剤 |機種直後~後 7 日

ジメピベレー ト 粒剤 |ユカメー ト粒剤 |播種後 3�7 日
ピラゾレー ト ・モリネー ト粒剤 |エス ドラム粒剤 |播種後 5� 15 日

ガヤツリ・ヒルムシロ ・へラオモダカ
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全域
東北・ 北陸

稲 1葉 期~ ノ ピエ 2葉 11 年生・マツバイ ・ホタルイ ・ウリカワ |関東~中 ・四国
期 11 年生・マツバイ ・ホタlレイ ・ウリカワ |九州

ジメピベレー ト ・ペンスルフロン|プ、yシュ粒剤 |稲 l薬 期~ノビエ 2葉 |ノ ピエ ・ 1 年生 ・ マツバイ ・ホタル イ ・ウリカ|北陸関東以西
メチル粒剤 期 |ワ・ミズガヤツリ・ヒルムシロ ・オモダカ・ セリ

稲 0. 5葉 期~ ノ ピ エ 21ノ ピエ ・ l 年生・ マツバイ ・ホタル イ ・ ウリカ |東北・北海道
葉 期 |ワ・ミズガヤツリ・ヒルム シロ ・オモダカ・ セ

リ・へラオモダカ・藻・表層剥離 (北)
ペンスルア ロンメチル・ベンチオlウルフエ ス粒剤 |稲 I葉 期~ノ ピエ 2葉11 年生 ・ マツバイ ・ホタルイ ・ウリカワ・ミズ|北陸~近畿 ・ 中
カープ・メフェナセッ ト粒剤 117 期 ま で |ガヤツリ・ヒルムシロ ・ セリ・藻・表層剥離 |四国
エスプロカルプ・ピラゾスルフロ|コン ト ラク ト 粒|稲 1葉 期から ノビエ2 . 511 年生 ・マツバイ ・ホタルイ ・ウリカワ・ミズ|九州を除く全域
ンエチル粒剤 |剤 |葉 期 | ガヤツリ・ヒルム シロ ・ へラオモダカ・ セリ・

オモダカ・ ク ロ グワイ ・藻・表層剥離
DCPA(スタム)1矯種後 1O � 15 日 ( ノビ11 年生イ ネ科 ・ 広葉
乳剤 35 エ 1- 2葉 期)

ベンチオカーブ乳剤 |サターン乳剤 |播種後 15 �20 日 |ノ ピエ ・ 1 年生・マツバイ |全域
シメ ト リン・ベンチオカー7・粒剤 |サターンS粒剤 |橋種後 30 �35 日 |ノ ピエ ・ 1 年生・ マツバイ |東 海・ 近畿~東北
ベンタゾン・MCPエチル粒剤 |グラスジン M粒1有効分繋終止 期~幼穂|ホタルイ ・ウリカワ・ミズガヤツリ・へラオモ|北海道除く全域

(乾直 と共通 剤 |形成期前 (収穫60 目前)1ダカ・ l 年生広葉
幼穂形成始期 (収穫601ホタルイ ・ウリカワ・へラオモダカ・ l 年生広l北海道
目前 薬

ベンタゾン・MCPエチル水和剤 |グラスジンM水|有効分薬終止 期~幼穂|ホタルイ ・ウリカワ・ミズガヤツリ・へラオモ |北海道除く全域
(乾直 と共通 和剤 |形成期前 (収穫60 目前)Iダカ・ ク ロ グワイ ・ セ リ・コウキヤガラ・ 1 年

生広葉
幼穂形成始期 (収穫601ホタルイ ・ウリカワ・へラオモダカ・ 1 年生広|北海道
目前 葉

ベンタゾン・2 . 4-PAエチル粒剤 |グラスジンD粒|有効分藁終止 期~幼穂|ホタルイ ・ウリカワ・ミズガヤツリ・ l 年生広|関東以西普通 期
(乾直 と共通 剤 |形成期前 (収穫60 目前)1葉

ベンタゾン・2 . 4-PAエチル水和|グラスジンD水|有効分藁終止 期~幼穂|ホタルイ ・ウリカワ・ミズガヤツリ・ ク ロ グワ|関東以西普通 期
剤 (乾直 と共通 和剤 |形成期前 (収穫60 目前)1 イ ・ セリ・ 1 年生広葉
MCPナ ト リウム液剤 IMCPソーダ塩|有効分葉終止 期~幼穂|イ ネ科以外 の水田雑草

(乾直 と共通 形成期前
幼穂形成始期 |イ ネ科以外 の水間雑草

2. 4-Dアミン塩|有効分襲終止 期~幼穂|イ ネ科以外 の水田雑草

DCPA乳剤 (完全落水)

東北・ 北関 東 ・
東山 ・北陸・ 山陰
北海道

2 . 4-PAアミン液剤
(乾直 と共通)

向上

2. 4-PAナ ト リウム水溶剤
(乾直 と共通)

2 . 4-Dソーダ塩

形成期前
幼穂形成始期 |イ ネ科以外 の水田雑草
有効分藁終止 期~幼穂1イ ネ科以外 の水田雑草
形成期前
幼穂、形成始期

向上

イ ネ科以外 の水田雑草 同上
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除 草 剤 名
乾田直播
ト リプルラリン粒剤

処 理時期 適 用 草 種 適用地域商品名

ト リプルラリン乳剤

品問…
4別

芽

芽

発

発

後

後

種

種

播

播

イ

イ

サ

サ

ノ

ノ

ア
ア

フ
剤
ブ
剤

レ
粒
レ
乳

kareトιHP
プロメ ト リン・ベンチオカープ粒 |サターンパアロ |矯種直後
剤 |粒剤

畑地1 年生雑草 関東以西

畑地1 年生雑草 関東以西

畑地1 年生雑草 近畿以西

プロメ ト リン・ベンチオカープ乳|サターンパアロ |播種直後~出芽前まで | ノ ピエ ・ 1 年生・マツパイ
剤 |乳剤

北海道除く全域

エス乳剤 |播積直後~出芽前までlノビエ ・I 年生
サターン乳剤 |出芽揃期~摘種後15 日 |ノ ピエ ・ 1 年生 ・マツバイ
DCPA(スタム)1乾田期 間中の雑草 2 �311 年生イ ネ科 ・ 広葉
乳剤 35 葉 期
エッ ク スゴーニ |入水後(ノ ピエ I葉 ま で)1 1 年生・ マツパイ
粒剤

プロメ ト リン.SAP乳剤
ベンチオカープ乳剤
DCPA乳剤

ク ロメ ト キシニル粒剤

関東以西

関東 ・ 東 山以西

シメ ト リン・モリネー ト粒剤 lマメッ ト粒剤 l入水後ノ ピエ 2葉 まで lノビエ ・ 1 年生・マツバイ
シメ ト リン・ベンチオカープ粒剤 |サターンS粒剤 |入水後 1 日 �20 日 ( ノ|ノ ピエ ・ 1 年生・マツバイ

ピエ 2 �寝期)

関東以西
関東 ・ 東 山以西

ペンスルア ロンメチル・ベンチオ|ウルフエ ス粒剤|入水後 3 日 �20 日 ( ノ11 年生 ・ マツパイ ・ホタルイ ・ウリカワ・ミズ|関 東以西の普通
カープ・メフェナセッ ト粒剤 ピエ 2 薬期 ガヤツリ・ヒルム シロ ・務・表層剥離 |期 (九州除く)
シメ ト リン・モリネー ト ・MCPBIマ メツ トSM粒|入水後 7� 1O 日 |ノ ピエ ・ 1 年生・ マツバイ | 関東東山以西
粒剤 |剤

開発 ・ 実用化 さ れた ピ ラ ゾール系剤がイ ネ に対 し て十分

な安全性 を示す こ と か ら ， 湛水直播の初期除草 に広 く 使

われた。 し か し， 芽干 し時の落水で効果が変動す る (中

山 ・ 高林， 1988) な ど残効性 に不十分 な た め， 中 ・ 後期

除草剤 と の体系処理 を必要 と し て き た 。 乾田直播で は，

播種か ら 入水 ま での畑状態の期間 に は畑作用 の剤が使用

さ れ， 入水後 は イ ネ の生育ス テ ー ジ に応 じ て湛水直婚や

移植栽培 と 共通の剤が使わ れて い る 。 移植栽培では体系

処理 を省 く 狙い で開発 さ れた一発処理剤が防除の主流に

な っ て い る が， こ れ ら の う ち 直播栽培 に も 使 え る の は ス

ル ホ ニ ル ウ レ ア 系成分 を含む 4 剤の みであ る 。 後述す る

よ う に ， こ れ ら の成分 を含む剤の直矯栽培への適用 も 新

た に確認 さ れて き て い る の で， 今後 は直播用除草剤の種

類 も よ り 豊富 に な る と 期待 さ れ る 。

W 直播栽培の様式の違 い と 防除体系

直播栽培の具体的な作業内容や そ の組み合わせ に は，

全国的 に み る と 地域の多様な条件 を 反映 し た き わ め て 大

き な変異があ る 。 こ の た め， 農業研究セ ン タ ー で は直播

研究の会議 な どでの効率化 を 図 る た め に平成 7 (1995) 年

3 月 に 「水稲の直播様式の分類及び表記法の統一」 を取 り

ま と め ， 様式 を播種前 に湛水 を 伴 う 湛水直婚 と 伴わ な い

乾田直播 に 区分す る こ と と し た 。 様式や作業内容の組み

合わ せ の違 い は， 水管理 と イ ネ の生育状態 を き わ め て複

雑多様 に す る た め に直播栽培での除草剤使用 を 画一的に

行え な い原因 と な っ て い る 。 近年各地域で確立 さ れた 直

播栽培様式での作業内容での雑草防除体系 を比較す る と

図 2 の よ う に な る 。 作溝直播での培土 に よ る 除草 を 除 い

て ， 播種後の雑草防除 は す べ て 除草剤 に よ っ て行わ れ る

が， そ の処理時期 は様式ご と に ， 特 に 水管理 の 内容 に お

い て 大 き く 異 な っ て い る 。

わが国の水田用除草剤の ほ と ん ど は， 田面水 を利用 し

て均一な分布や安定 し た 処理層を形成す る よ う に作 ら れ

て い る た め に ， 水管理 の わ ずか な違い で も 効果や薬害の

発現 に 大 き な違い を生 じ る 。 雑草防除か ら み る と 直播栽

培での省力化が組放化 に な ら な い よ う ， 水管理の面では

十分 な対策が望 ま れ る 。

なお， 地域の状況 に 応 じ て紐 ま れ る 直播栽培の作業体

系 で， 多様な水管理の そ れぞれに対応 し て 除草剤の使用

基準 を作成す る の は現実的で は な い。 こ の た め， イ ネ と

雑草の生育ス テ ー ジ及び湛水期間や減水深な ど水管理の

内容を組み合わ せ た 直播栽培の 多様な様式 に汎用性の あ

る 使用基準 に 向 け て ， 農業研究セ ン タ ー や地域農試の水

田雑草関係研究室 を 中心に早急に検討 を進め る こ と と し

て い る 。

雑草 を 防除すべ き 期間 の 長 い こ と と 除草剤の性能発揮

の上で障害 と な る 作業内容の 多 い こ と は， 直播栽培での

除草剤 の使用 回 数 を 移植栽培 に 比べ て 多 く し て い る 。

1994 年度 に「地域基幹農業技術体系実用化研究 水稲直

播部会J と し て 26 県 で実施 さ れた 31 件の技術体系 (農
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噴頭回転式広幅散布湛水直播(東北)
5. 11 5.20 6.4 

制限走行路式無粉衣潤土直播栽培(北陸)
6. 2 6. 2 (播種後2-3週間) 7. 1 

乾田直播出芽前入水直播栽培(北海道)
4.25-5.7 

作溝培土直播栽培(関東〉
2-3日後〈減水深安定後)

|耕起 砕土・ 作溝 入水卜寸除草剤I
L-→施肥・播種ト一一...J 散 布l

不耕起乾田直播(中国)

5.17-23 

E正モヨ 回

図-2 近 年 開発された直播栽培様式 の作業内容における雑草防除 (櫛棋l監修 : 直播稲作研究の最前線，よ り 抜粋)

研セ ン タ 一等， 1994) の 中 での溢水直播での除草剤の平

均使用 回数 は， 土中播種で l . 4 回 であ っ た も の の 表面散

播の場合 に は 2 . 3 回 であ っ た 。 ま た ， 乾田直播で は 3 . 5 回

であ っ た 。 使用回数だ け ですべて論 じ ら れ る わ け で は な

いが， 移植栽培での全国平均値が l . 7 回であ る こ と を考

慮す る と ， 直矯栽培 を採用 し で も 雑草防除上 は大幅な省

力化 に つ な が ら な い状況 に あ る 。 全体的 に適正使用 に基

づいて 除草剤使用量 を低減す る よ う 求 め ら れて い る こ と

も 考慮 し て ， 直播栽培 に お い て も 可能 な 限 り 少な い処理

です む よ う に心が け る 必要があ る 。

V 直播栽培 に適 し た新除草剤の 実用化

直播栽培で望 ま れ る 除草剤 は ， 発芽か ら 3�5 葉期 に か

け て の生育ス テ ー ジ を 通 し て イ ネ に 対 し て十分な安全性

を持ち ， 多 く の種類や生育の進ん だ雑草 に 高 い効果 を示

し， さ ら に水管理の条件の変化 に よ っ て も 効果 ・ 薬害の

変動 を生 じ な い剤 と い え よ う 。 こ の 条件 を 満 た す 剤 は今

の と こ ろ 開発 さ れて い な い の で， そ の可能性 を 持 っ た剤

な ど を い く つ か 合わ せ た 混合剤 を 主体 に し た 剤 に つ い

て ， 直播栽培 で の 実 用性 が確認 さ れ て き て い る ( 表-

2) 。

新た に開発 さ れた ノ ピエ対象の 除草剤シハ ロ ホ ッ ププ

チ ル ( ク リ ン チ ャー) は， イ ネ に き わ め て 安全 な 高 い選

択性 を持 ち ， 全国で実施 さ れた 適用性試験の結果では 1

kg 粒剤 (成分 l . 8%) で 2�3 葉期， 乳剤 (成分 30%) で

3�5 葉期の ノ ビエに卓効 を 示 し た 。 本剤 は広葉雑草 に は

効果 を 示 さ な い が， 葉齢の進んだ ノ ビエ を制御で き る こ

と か ら (松本 ら ， 1994) ， 直播栽培での活用 を期待 さ れて

お り ， 茎葉処理型の広葉雑草対象剤 と の混合剤 と と も に

実用性 を認め ら れて い る 。

エ ト ペンザニ ド も イ ネ に対す る 安全性の 高 い ノ ビエ対

象の新除草剤であ る (五十川 ら ， 1993) 。 本剤 は， 移植栽

培の 90%で使用 さ れ て い る 一発処理剤 の 主成分で あ る

ス ル ホ ニ ル ウ レ ア 系剤 と の混合剤 と し て， 播種 5 日 後か

ら ノ ビエの 2 葉期 ま での処理で湛水直播栽培での実用性

を認め ら れて い る 。 砂壌土での使用 に は注意 を払 う 必要

があ る が， 処理適期， 対象雑草の幅や残効期間の長 さ な

どで従来の剤 よ り 改良 さ れて い る 。 こ う し た 特性 は ， 直

播栽培で も l 回 の除草剤処理で雑草防除 を 完結で き る 可

能性 を示唆す る も の で あ り ， さ ら に新 し い剤 と そ の有効

な利用技術の開発 に 努 め る 必要があ る 。

実用性の確認 さ れた 新除草剤は農薬登録 を経て普及 に

移さ れ る が， こ こ に 示 し た 新除草剤 も 現時点で登録申請

中の も の か ら 未登録の も の ま であ る 。 安全で適正な使用
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表 - 2 近 年実用性の認め られた直播栽培用除草剤 と その適用条件 ( 日本植物調節剤研究協会の ま と めによる，
草種梢の数字は限界葉齢を示す)

1 シハ ロホッププチル ( ク リンチャ ー)1 キ ロ粒剤 : 湛水直橋 4 シハ ロホッププチル ( ク リンチャ ー)EW乳剤 : 乾田直播

処 作 使用 砂
壌

壌 埴犠 埴 滅水 使用上
理 地域名 ノピエ 処理時期 量 ・ 深cm
法 期 製品 土 土 土 土 / 日 の注意

処 作 使用 砂
壌

壌 埴
壌

埴 減 水 使用上
理 地域名 ノピエ 処理時期 量 ・ 深cm の注意法 期 製品 土 土 土 土 / 日

茎 北海道 03 ノピエ 2 100 O O O 2 5 cm程
葉兼
土

東北 03 L�3 L g/a 
O O 

度の水
深で使

壌
処

北陸 04 ノピエ 2 100 O O 用する

関東 早 L�4 L 150 藻 類 ま理 東山 g/a たは表
東海 普 04 (3 . 5  O O O O 2 

層 剥 離

近畿 阜 L 以 の発生
ー - ー ー ー ー ー ー

上 の しやす
中国 主E立ヨ 04 O O O 1 い水田

時は では有
早 150 効な剤

四 国 ー ー ー ー ー 岨 ー ー

普 04 g/a) O O O と の体
系で使

茎 北海道
葉兼
土

東北 05 ノ ビエ 3 10m O O 使用直

北陸 05 
L�5 L /a徹 O 

前に希
壊処 (入水前) O 

関東
布水 釈す る

理 早 量 7
東山 - ・ ー ・ . .

東海 普

近畿 早 ノピエ 2 10 1 
. - - - - - - -

L�5 L /a 展中国 普 05 着 剤 O O O 
(入水前)

早 使用)
四国 - - - - 司 ー ー ー - ・ ・ ー . .

普 05 O O O 

早 ノ ビエ 2 100 用する 早 ノピエ 2
九州 - ・ ・ - - - - -

L�3 L g/a 主E立ヨ 03 O O O O 
九州 L�3 L 

普 03 (入水前) O 

2 エ ト ベンザニ ド ・ ピラゾスルフロンエチル (サンウェル)1 キ ロ粒剤 : 湛水直播

処 作
一年広 ホタ ウリ ミ ズガ へラオ ク ロ グ

理 地域名 ノピエ 葉 マツ ヤツリ モ ダカ法 期 ノレイ カ ワ ワ イ
パイ

壌
処

土 北海道 02 O 02 02 02 

東北 02 O 02 
理 北陸 02 O 02 02 02 

関東
東山 ー ・ . ._ - - - - - - - - ・ ー 晶 画 自 ・ . 帽 ・ ・ ー ー ー ー ー - ー ・ . . . 晶 画 ー ー ー ー ー . . . 明 曹 司 . . ・. . .

東海 02 O 02 02 02 

近畿
- - -- - - - - - - - - - - - - - ・ . - ・ ー ー ー ー ー ー ー ー ・ ・ . . . ー ー ー ー ・ ー . . . ' ・ . . ・ ー ー ー

中国 02 O 02 02 02 

四国 ー - ー - - - - - 司 . . - ・ ・ ・ ・ ・ ー ， ー - - - - ー ー ー ， ー - - - - - ー 『 司 ・ ー ・ . . - ・ ・ ・ ・ ー ー ー

02 O 02 02 02 

九州 ー ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ー 事 国 ー ・ ー ， ・・ . ー - _ . - - - - - ー - - - - ・ . - ・ ・ - - - - - - ・ ・ ・ ・ ・ ・ ー

02 O 02 02 02 

基準 に基づい た 早期の普及が望 ま れ る 。

旧 大規模直播 回での雑草防除

移植栽培用 除草剤 で は 近年省 力 化 を 一層進 め る た め

に， フ ロ ア フ・ル剤， 1 kg 粒剤や ジ ャ ン ボ剤な ど多様な剤

型が普及 に 移 さ れて い る 。 軽量化の 図 ら れた 1 kg 粒剤や

処理の手軽な フ ロ ア プル剤 は大規模水田 に 向 い た 剤型 と

し て歓迎 さ れて い る が， こ れ ら の直播栽培への適用 は ま

だ緒に つ い た ばか り であ る 。 軽量な 1 kg 粒剤や フ ロ ア プ

ル剤 は無人ヘ リ コ プタ ー に も 適 し た 剤型であ り ， 1994 年

ヒルム 藻類表 処理
使用

セ リ
層剥離 時期

量 ・シロ
製 品

O O 0前 播種 5 100g/a 
日後~

再 ノピエ
2L 

生 ー ー ・ - - - - -

O 。前

. �IJ . - - - - ー ー

O 

- - - - ー ・ . . ー ・ - - - - -

O 

一 始 ー .幽 ー ー ー ・ ・ ー - ・ ・ - - - -

砂
壌

土

壌

土

O 

0 1 0 

- ー ー ・b 曲 値
0 1 0 

0 1 0  

' ・ ・ ー ー

0 1 0 

- _ ... _ -

0 1 0  

埴
壌

土

埴
土

O O 

O O 

O O 

0 1 0 

0 1 0  

0 1 0 

0 1 0  

減 水 使用上深 cm の注意/ 日
2 

ー ー ・ - - - - -

砂土壌
- ・ - - - - - - では+2 

5 処 理
で苗立
抑制を
生ずる
事があ

り 留意
す る
(関東

ー ・ ・ - - - - - ~東
海)

l 

秋に は移植栽培で は あ る が フ ロ ア プル剤の一つ が無人ヘ

リ コ プタ ー用 に農薬登録 さ れた。 無人ヘ リ コ プ タ 一利用

に よ る 大規模直播水田 で の除草剤散布技術の確立 は農林

水 産 航 空 協 会 を 中 心 に 検 討 さ れ て お り ( 岡 田 ら ，

1994) ， 順次実用 化 に移 さ れ る 予定 で あ る 。

四 環境保全型の直播田での雑草防除を

目 指 し て

農業全体 と し て環境保全型技術の展開が求 め ら れて い

る 。 米生産で は省力 ・ 低 コ ス ト 化が要求 さ れ る が， 環境
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保全型農業技術の展開 に は そ れ に 必要 な 基盤整備 な どの

充実が不可欠であ る 。 前記 し た よ う に 直嬬栽培への転換

で も 雑草防除で は除草剤の使用 回数は必ず し も 減 ら な い

し， 直播栽培 に適用 で き る 生物的 ・ 耕種的雑草防除手段

も 移植栽培 に比べ る と 限定 さ れ る 。 除草剤の有効利用 を

軸 と した雑草防除体系 は機械移植栽培技術の確立の 中で

省力化 に大 き く 貢献 したが， 日 本型 の直播栽培技術確立

のため に は さ ら に新た な視点か ら の ア プ ロ ー チ が必要 に

な っ て い る と い え よ う 。
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